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KYOZIMA  RE-SHITAMACHI PROJECT
- PROPOSAL OF URBAN LOW-RISE RESIDENTIAL AREAS -
The rebuilding project for massed wooden area of Tokyo. In this project, I think about the way of  urban 
living in the future. In current Japan, a person with an closed living are increasing. So,The proposal of 
residential areas that are connected by alleys and garden,and  it make form a new community. That 
residential areas enrich the  Japanese living that diversified.




































































































現在敷地は、外周部にしか 4m 以上の道路がなく、内側には 4m 
以下 の道が広がっている。建替えにあたって、新たに 2 本の 4 m 
道路を計画し、その他 5 本の 道を拡幅する (Fig.9)。
　京島３丁目の中で、現在道路拡幅が行われ、整備途中の道に面
した一画を敷地とし計画する 。
　敷地は、2 階建ての住宅が
多く、緑地やポケットパー
クはなく、 防災面が特に弱い
場所となっている。防火造、
木造、新耐震基準施行前の
建物を中心に建替え、その
他は 補強行う (Fig.7)。
敷地を 3 つのゾーンに分け
順番に建替えを行っていく。
A ゾーンには住宅・店舗・ポ 
ケットパークがあり、B ゾー
ンには住宅のみが密集し、C 
ゾーンには、住宅とキラキ
ラ橘商店街がある (Fig.8)。
Fig.11曖昧な境界によってつながる街
Fig.12曖昧な境界によってつながる街
Fig.14路地と庭によってつながる住宅地
Fig.13庭によってつながる住民たち
Fig.10つながりが薄れる密集感
Fig.6京島 3丁目現状分布図
Fig.8建替え計画図
Fig.7建物構造＋建物耐震構造別現況図
Fig.9道路計画
▶
密集した建物
歯抜けになる
▶▶▶
密集した建物 庭をつくっていく
■耐火造　■準耐火造　■防火造　■木造
■耐震基準施行以前■旧耐震基準施行■新耐震基準施行
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パブリック パブリック
プライベート プライベート プライベート
▶▶▶
　現在の住宅の多くは、塀などによって敷地境界がはっきりとし
てお り、プライベートとパブリックがしっかりわけられ、路地の
ような 中間領域は存在ません。再下町化計画では、現代人に合う
ようにプライベートとパブリックをつなぐ領域をレイアーのよう
に重ねていき、プライベートとパブリックをつないでいく (Fig.12)。
内側に 4m道路をつくる外周部にしか４m以上の道路がない
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